
アラゲヒョウタンボクの品種。落葉低木。高さ1-2.5m。アラゲヒョウタンボクの毛の状態に変化が見られ、子
房と花柱が無毛なもの。

氷ノ山周辺の岩場に点々と生育する。宍粟市の1ヶ所で新たに生育が確認された。岩崖の低い位置にある
株はシカに採食されている可能性がある。

山地の樹林の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Lonicera  strophiophora  Franch. f. glabra  (Nakai) H.Hara

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市、養父市、香美町

■ 国内分布

本州（近畿、中国）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

スイカズラ科

兵庫県ランク…ダイセンヒョウタンボク
環境省ランク… －


